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資料１
R8.10.29＿嘉麻市の国民健康保険の運営に関する協議会



１．各保険者の比較 医療保険に関する基礎資料 （厚労省HPより）
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２．国民健康保険制度を取り巻く現状

２



３．嘉麻市国保の現状

被保険者数は年々減少傾向となっています。
※この１０年で３６．５％（4,129人）の減

団塊の世代（S22～S24生）の後期高齢者医
療への移行は、被保険者の減少に大きく影響
しています。

被保険者数の減少に伴い、医療費総額は減少して
います。
一方、１人あたりの医療費は、年々増加しています。
※この１０年で２６．５％（106,700円）の増

要因として、
・６５歳から７４歳の前期高齢者が45％を占める
・入院医療費が全体を押し上げている
などが挙げられます。

【被保険者数の推移】

【総医療費の推移】
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【国民健康保険税の収納状況】

【国民健康保険税 歳入調定額の推移】

４

　平成31年度 　令和2年度 　令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

746,101,900 732,626,900 719,753,500 716,049,400 658,229,000 624,450,500 607,959,800

医療給付費分 510,611,200 502,679,400 494,911,900 492,536,100 450,544,100 431,820,631 420,101,232

後期高齢者支援金 196,169,100 193,086,900 189,546,100 188,365,200 174,580,500 157,519,669 154,084,580

介護納付金分 39,321,600 36,860,600 35,295,500 35,148,100 33,104,400 35,110,200 33,773,988
9,723 9,448 9,278 8,895 8,353 7,862 7,460

　　国民健康保険税（円）

国民健康保険税額　（円）

（

内

訳）

　被保険者数（年度平均）

　被保険者1人あたり
81,40076,700 77,500 77,500 80,500 78,800 79,400



【嘉麻市の国民健康保険税率】

令和8年度税率
（令和６年度～据置き）課税区分

➀医療分
8.5%ア 所得割（所得金額×税率）

23,000円イ 均等割（１人あたり）

26,500円ウ 平等割（１世帯当たり）

➁後期高齢者支援金分
3.5%ア 所得割（所得金額×税率）

7,500円イ 均等割（１人あたり）

7,500円ウ 平等割（１世帯当たり）

③介護納付金分（40歳～64歳）
1.5%ア 所得割（所得金額×税率）

12,000円イ 均等割（１人あたり）

④子ども・子育て支援金分（令和8年度新設）
0.28%ア 所得割（所得金額×税率）

1,140円イ 均等割（18歳以上１人あたり）

1,070円ウ 平等割（１世帯当たり）

➀医療分 ：病気やけがをした時の医療費の財源 （県への納付金の「医療分」の財源となる）
➁後期高齢者支援金分：後期高齢者医療制度への支援金 （県への納付金の「後期高齢者支援金分」の財源となる）
③介護納付金 ：40歳～64歳の介護保険料に相当 （県への納付金の「介護納付金分」の財源となる）
④子ども・子育て支援金分：国の子育て支援施策の特定財源 （県への納付金の「子ども・子育て支援納付金分」の財源となる）

令和8年度標準保険料率

➀医療分
7.28% （▲1.22％）

28,048円 （＋5,048円）

27,723円 (＋1,223円）

➁後期高齢者支援金分
2.87% (▲0.7％）

10,972円 (＋3,472円）

10,845円 (＋3,345円）

③介護納付金分
2.44% （＋0.94％）

11,231円 （▲769円）

（平等割）8,681円
④子ども・子育て支援金分

0.28%
1,144円
1,069円

※標準保険料率とは・・

国民健康保険法の規定により、市町村ごとの保険
税率の標準的な水準を表す数値として、県内統一
の基準に基づいて県が算定する値

【目的】
➀あるべき保険税率の見える化を図る

➁各市町村が具体的に目指すべき、直接参考
にできる値を示す

市町村の実際の保険税率は、県が示す標準保険税
率等を参考に、それぞれの市町村における保険料
算定方式や財政状況等をふまえて各市町村が決定
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５．国が目指す「県内国民健康保険料（税）水準の統一」への動き（福岡県）

こうした問題に対応するため・・・

保険料水準統一加速化プラン（R６策定）

→次期国保運営方針期間（令和12～17年度）の中間年度
令和15年度までに完全統一に移行することを目指しつつ、遅くとも
令和18年度までの移行を目標とすることが明記されています。

６



４．嘉麻市国保の課題 ～財政健全化と保健事業の推進～

国保税率（額）の見直し
・医療給付費の実績に見合った保険税率へ
・保険税水準の県内統一を見据えた段階的な改正

国保財政健全化

データヘルス計画の推進
・健診受診率向上のための啓発活動
・糖尿病や高血圧等の発症予防や重症化予防

保健事業の推進

国保事業の
安定運営

健康寿命
の延伸

医療費
適正化
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保険給付費

県からの交付金
※ 市国保が負担する保険給付費に充てる費用

県内市町村が必要とする保険給付費等

５．国民健康保険財政の仕組み（県と市町村の共同運営：平成３０年度国保制度改革）

福岡県

公費（国・県） 県内市町村からの納付金

歳出

歳入 公費（国・県、一般会計繰入金）
他 国民健康保険税

保健事業費等 県への納付金

＝

嘉麻市国保の被保険者

歳入

歳出

嘉麻市

約5.8億円約5.3億円

約34.3億円

約33.3億円 約1.7億円 約9.9億円

～令和７年度単年度収支のイメージ～

８

共
同
運
営



令和7年度嘉麻市国民健康保険事業特別会計決算
【単位：円】

９
←令和７年度末時点の累積赤字額



令和７年度収支のイメージ
【単位：百万円】
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令和8年度に保険税の新たな課税区分として新
設された「子ども・子育て支援金」分は、納付金
額の全てが国の子ども・子育て支援施策に充てら
れます。

今年度（R8年度）の子ども・子育て支援金率
の設定にあたって嘉麻市国保は、県が算定した嘉
麻市の標準保険料率を参酌のうえ、税率を設定し
ました。

この子ども・子育て支援金制度は、令和8年度
から令和10年度の3か年で、段階的に導入される
こととなっており、令和9年度は国保被保険者一
人当たりの平均月額が300円程度と見込まれてい
ます。

【令和9年度子ども・子育て支援金率について】
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【要検討事項】
令和9年度の嘉麻市国保の子ども・子育て支援
金率の設定について、令和8年度と同様、県が
算定した、当市の標準保険料率を参酌のうえ、
設定する方針としてよろしいか。



令和８年度 嘉麻市の国民健康保険の運営に関する協議会（国保運営協議会）スケジュール

県⮕市議 題（予定）日程案

【令和8年11月末頃】
令和9年度の納付金額や
標準税率（仮算定）の提示

・諮問
・嘉麻市国保の現状と課題
・令和7年度国保会計決算報告
・令和９年度子ども・子育て支援金率について
・国保の保健事業について

【第1回】本日

令和8年10月29（木）

【令和9年1月上旬頃】
令和9年度の納付金額や
標準税率（本算定）が提示

※嘉麻市の

令和9年度子ども・子育て支援金分
標準税率が提示される

・県内保険税水準の統一について
・令和９年度子ども・子育て支援金率について
・令和10年度以降の嘉麻市国保の保険税率につ
いて

【第2回】

令和9年1月中旬

・令和10年度以降の嘉麻市の保険税率について
（答申の検討）

・令和9年度の制度改正について

【第3回】

令和9年3月
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